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パソコン・サーバーラック組立説明書�
この度は弊社製品をお買い上げ頂きましてありがとうござい�
ます。組立を行う前に部品の確認をお願いします。�
部品明細表�

エレコム株式会社� ※組立途中で各ネジを完全に締め付けると、ズレが生じ、組み立てられないことがあります。必ず仮止め状態で次の作業へ移ってください。�

警告マーク(この表示の欄は「死亡又は、重傷などを負う可能性が想定される」内容です。取扱いには厳重にご注意ください。)�
注意マーク(この表示の欄は「傷害を負う又は、物的損害のみが発生する可能性が想定される」内容です。取扱いには十分ご注意ください。)

JD/JDC -10H・20H

　品　　　　　　名�品番� 数量�

部品明細表�

支柱（A）�

支柱（B）�

キーボードドロアユニット�

棚板�

バックパネル�

支柱連結パイプ�

キャスター（ストッパー有）�

キャスター（ストッパー無）�

コンセントタップ（JDCシリーズのみ）�

転倒防止金具�

スイッチ誤操作防止キャップ（JDCシリーズのみ）�

マウステーブル（10シリーズのみ）�

マウステーブルレール（10シリーズのみ）�

ボルト（M6×35）�

ボルト（M6×25）�

ボルト（M6×15）�

タッピングボルト�

ボルト（M12×15）�

ボルト（M6×12）※10シリーズのみ使用�

ストッパー（10シリーズのみ）�

�

2�

2�

1�

3�

2�

4�

2�

2�

1�

2�

1�

1�

2�

12�

4�

18�

4�

2�

4�

2

付属工具　　　　　スパナ（キャスター用）　　　　　 　　　　　1

組立時の注意事項 �
　　軍手などで手を保護してから組み立ててください。�
　  組立の際は手や指を挟まないよう十分ご注意くだ�
　　 さい。�
　　 組立手順に従い、ボルト等で確実に止め、組み立�
　　 ててください。ネジが緩いと危険です。�
　　 組立時は床などを傷つけないよう十分ご注意くだ�
　　 さい。�

使用上の注意事項 �
　　コンセント付きのものは、電気容量を超えて使用�
　　しないでください。�
　　テーブルや棚の上に立つと危険です。�

※万全を期していますが、不足部品などがございました場合は、お買い求めの販売店に�
　ご連絡をお願い申し上げます。�
※この組立説明書は大切に保管し、引越しや他の方へ譲渡される際の組立時にも必ずご�
　覧いただくようお願い申し上げます。�

A�

B�

C�
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E�

F�

G

5 Ⅰ.キーボードドロアユニット③のコード受け部分を、左右の支柱に�
  　ボルト◯Cで仮締めします。�
Ⅱ.キーボードドロアユニット③のスイッチコードコネクタと、コンセ�
   ントタップ⑨のコネクタを接続します。（JDCシリーズのみ）�
※コネクタの取り付けは向きに注意し、抜け止め用のツメがかかるまで�
　しっかりと差し込んでください。�

仮締めしたボルトをすべて締め付けて組立完成です。�完成図��

⑨

③

◯C

※左右取り�
　付けます。�

JDC -10H・20Hには�
「スイッチ誤操作防止キャップ」⑪
が付属されています。�
サーバーラックとして使用�
する際など、頻繁に電源�
をON・OFFさせない時�
などにご使用下さい。�

⑪

1 支柱(A)①・支柱(B)②の前側にキャスター（ストッパー有）⑦を、後ろ側�
にキャスター（ストッパー無）⑧を付属工具のスパナで取り付け、支柱の�
下部分を組み立てます。�
※本製品に同梱している支柱は2種類あります。図に従い、向きを間違�
　えないように組み立ててください。�

① ②

⑧

⑧ ⑦

⑦

穴のあいている�
方が後ろ側にな�
ります。�

3

4 Ⅰ.キーボードドロアユニット③に図のようにして、マウステーブルレール�
　⑬とマウステーブル⑫をボルト◯Fで取り付けます。（10シリーズのみ）�
※マウステーブルは左右どちらにでも取り付けることができます。（図は�
　右側スライド）�
Ⅱ.マウステーブル⑫にストッパー◯Gを取り付けます。�
�

Ⅰ.左右の支柱にキーボードドロアユニット③・棚板④をボルト�
　◯A◯Bで仮締めします。�
Ⅱ.必要に応じて左右の支柱上面に転倒防止金具⑩をボルト◯E で�
　 取り付けます。壁面へは、タッピングボルト◯Dを使用して取り�
　 付けます。�

�

〈背面図〉�
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棚板④は、それぞれ�
お好みの高さに取り�
付けてください。　�

キーボードドロアユ�
ニット③は、いずれ�
かの位置に取り付け�
ることができます。�

2 Ⅰ.前項1で組み立てた左右の支柱下部分に支柱連結パイプ⑥を差し�
　込み、ボルト◯Cで取り付けます。�
Ⅱ.図のように支柱(A)①には支柱(B)②を、支柱(B)②には支柱(A)①�
　を差し込みます。�
Ⅲ.上の支柱をボルト◯Cで取り付け、上下の支柱を連結します。�
Ⅳ.支柱背面の2箇所に、バックパネル⑤をボルト◯Cで仮締めします。�
�
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ボルト（M6×35）�

12本�

ボルト（M6×12）�

4本�

タッピングボルト�

転倒防止金具取付用� 4本�

ストッパー�

2本�

転倒防止金具取付用�

ボルト（M12×15）�

2本�

ボルト（M6×25）�

4本�

ボルト（M6×15）�

18本�

※10シリーズのみ使用�

※10シリーズのみの作業です。�
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<追加部品>

部品番号 部品名 数量

J 平ワッシャー(M12用) 4

K スプリングワッシャー(M12用) 4

～追加説明書～

キャスターをフレームに取り付ける際には必ず平ワッシャー(部品番号：J)、

スプリングワッシャー(部品番号：K)を図のように間にはさみ

付属の六角レンチで確実に締めこんでください。
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